
Title ≪感謝の文学≫の射程 : 「富嶽百景」への遠近法

Author(s) 小澤, 純

Citation 太宰治スタディーズ. 2012, 4, p. 69-84

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/97708

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



69 

《
感
謝
の
文
学
》

|
「
富
嶽
百
景
」 の
射
程
へ
の
遠
近
法

井
伏
鱒
―
一
は
、
後
に
「
富
嶽
百
景
」
（
「
文
体
」
一
九
三
九
・
ニ
、

三）

(
1
)
 

に
つ
い
て
、
「
可
成
り
在
り
の
ま
ま
に
書
い
て
あ
る
作
品
」
と
し
、
同
時
代

に
お
い
て
、
田
邊
茂

一
は
「
文
壇
の
一
部
で
は
奇
矯
な
太
宰
が
平
静
を
と

(
2
)
 

り
戻
し
た
と
云
ふ
の
で
評
判
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
富
嶽
百

景
」
は
、
作
中
の
「
私
」
が
「
井
伏
氏
の
読
者
」
で
あ
る
青
年
・
新
田
に

「
太
宰
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
「
井
伏
鱒
二
氏
」
が
登
場
し
た
り
と
、
い

わ
ゆ
る
私
小
説
と
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
随
所
に
鍍
め
ら
れ
て

い
る
が
、
井
伏
ほ
ど
身
近
過
ぎ
な
い
田
邊
に
よ
る
評
価
の
あ
り
方
は
、
〈
太

宰
〉
表
象
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
も
誠
に
興
味
深
い
。
田
邊
は
恐
ら
く
、

「
井
伏
鱒
―

―氏
」
の
名
が
「
作
家
、
深
田
久
禰
氏
」
と
共
に
敬
意
の
対
象

と
し
て
登
場
す
る
「
狂
言
の
神
」
（
「
東
陽
」
一
九
三
六

・1
0
)
を
参
照

し
な
が
ら
、
「
井
伏
の
散
ら
し
方
に
手
も
な
く
ま
ゐ
り
、
深
田
久
禰
に
尊
畏

を
感
じ
」
た
こ
と
を
受
け
た
「
談
々
た
る
筆
致
、
つ
き
ぬ
余
韻
」
を
俎
上

に
載
せ
、
「
自
然
主
義
治
下
に
生
ひ
育
」
っ
た
井
伏
と
は
別
の
「
散
文
芸

術
」
を
探
る
べ
き
と
助
百
し
て
い
る
。
こ
こ
で
田
邊
は
、
「
余
談
」
と
し
な

が
ら
も
「
最
近
の
素
材
派
」
（
間
宮
茂
輔
を
明
示
）
の
「
描
写
が
冗
長
で
丹

念
過
ぎ
る
」
点
を
批
判
し
、
翻
っ
て
「
太
宰
の
文
章
」
に
「
端
然
た
る
厳

粛
さ
」
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
。

い
わ
ゆ
る
実
生
活
の
〈
安
定
〉
と
作
品
頷
向
を
重
ね
合
わ
せ
評
価
す
る

(
3
)
 

言
説
が
あ
る
一
方
、
そ
の
参
照
項
と
も
な
る
「
富
嶽
百
景
」
が
、
「
文
章
」

と
い
う
表
現
の
水
準
で
、
同
時
代
に
吟
味
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
。
既
に
先
行
研
究
に
は
「
私
小
説
の
仮
装
」
を
指
摘
す
る
諸
論
の
蓄
積

が
あ
り
、
さ
ら
に
若
松
伸
哉
は
〈
富
士
〉
表
象
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
同

時
代
に
共
有
さ
れ
た
〈
再
生
〉
と
〈
当
事
者
〉
性
の
主
題
と
の
位
相
差
を

(
5
)
 

探
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
「
私
」
は
富
士
を
「
ど
て
ら
姿
に
、
ふ
と
こ
ろ
手

し
て
傲
然
と
か
ま
へ
て
ゐ
る
大
親
分
」
に
隙
え
て
い
る
が
、
太
宰
の
御
坂

峠
滞
在
と
重
な
る
時
期
、
例
え
ば
「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
は
長
谷
川
伸

「
平
凡
、
無
資
力
の
途
又
旅
物
と
取
締
り
に
就
い
て

m」
（
一
九
三
八
・

九
・

一
六
）
を
皮
切
り
に
、
内
務
省
の
出
版
に
対
す
る
「
取
締
の
題
目
」

に
「
股
旅
物
」
が
含
ま
れ
た
こ
と
へ
の
意
見
が
飛
び
交
っ
て
お
り
（
し
か

小

澤

純
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田
邊
が
太
宰
に
「
端
然
た
る
厳
粛
さ
」
を
期
待
し
た
理
由
は
、
本
文
引

用
箇
所
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
な
引
用
で
は
な
い
が
、
新
田

が
漏
ら
す
「
太
宰
さ
ん
は
、
ひ
ど
い
デ
カ
ダ
ン
で
、
そ
れ
に
、
性
格
破
産

者
だ
、
と
佐
藤
春
夫
先
生
の
小
説
に
書
い
て
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
ま
さ
か
、

こ
ん
な
ま
じ
め
な
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
お
方
だ
と
は
、
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
科
白
を
受
け
て
、
田
邊
は
「
荒
涼
で
あ
っ

た
な
ど
と
云
ふ
の
は
、
そ
れ
は
そ
の
頃
の
趣
味
で
、
今
は
遠
い
昔
の
噺
」

だ
と
太
宰
を
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。
既
に
「
井
伏
鱒
―
一
氏
」
は
登
場
し
て

い
た
が
、
さ
ら
に
「
佐
藤
春
夫
先
生
の
小
説
」
と
あ
る
こ
と
で
、
「
芥
川

賞
憤
怒
こ
そ
愛
の
極
点
（
太
宰
治
）
」
（
「
改
造
」

一
九
三
六
．

―
-
）
に
お
け
る
「
太
宰
さ
ん
」
の
評
判
ま
で
テ
ク
ス
ト
に
流
れ
込
む
こ

と
に
な
る
の
だ
。
こ
の
科
白
に
よ
っ
て
、
冒
頭
近
く
、
冬
の
富
上
の
印
象

〈
感
謝
の
文
学
〉

の
系
譜

も
取
り
締
ま
る
こ
と
に
肯
定
的
な
意
見
が
多
い
）
、
戦
時
下
の

〈富
士
〉
表

象
と
し
て
「
大
親
分
」
は
不
適
切
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
「
富
狐
百
景
」
が

「ニ

ッ
ポ
ン
の
フ
ジ
ヤ
マ
」
と
い
う
「
俗
な
宣
伝
」
と
の
位
相
差
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
含
み
込
む
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
実
生
活
に
直
接
結
び

合
わ
せ
る
こ
と
は
控
え
る
に
せ
よ
、
「
富
嶽
百
景
」
を
「
最
も
心
境
小
説
に

(6
)
 

近
い
作
品
」
と
見
な
す
論
が
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
否
め

な
い
。
本
稿
で
は
、
田
邊
の
同
時
代
評
を
起
点
に
し
な
が
ら
、
「
も
の
思
ふ

葦
」
の
中
の
「
感
謝
の
文
学
」
の
項
を
補
助
線
と
し
て
、
短
篇
小
説
「
富

嶽
百
景
」
の
前
景
／
後
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

と
共
に
語
ら
れ
た
以
下
の
箇
所
の
意
味
も
、
週
及
的
に
重
要
性
を
帯
び
て

く
る
は
ず
で
あ
る
。

璽
凩
の
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
見
る
富
士
は
、

く
る
し
い
。
冬
に

は
、
は
つ
き
り
、
よ
く
見
え
る
。
小
さ
い
、
真
白
い
三
角
が
、
地
平

線
に
ち
よ
こ
ん
と
出
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
富
士
だ
。
な
ん
の
こ
と
は
な

い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
菓
子
で
あ
る
。
し
か
も
左
の
は
う
に
、
肩

が
傾
い
て
心
細
く
、
船
尾
の
は
う
か
ら
だ
ん
だ
ん
沈
没
し
か
け
て
ゆ

く
軍
艦
の
姿
に
似
て
ゐ
る
。
三
年
ま
へ
の
冬
、
私
は
或
る
人
か
ら
、

意
外
の
事
実
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
途
方
に
暮
れ
た
。
そ
の
夜
、
ア

パ
ー
ト
の
一
室
で
、
ひ
と
り
で
、
が
ぶ
が
ぶ
酒
の
ん
だ
。

一
睡
も
せ

ず
、
酒
の
ん
だ
。
あ
か
つ
き
、
小
用
に
立
つ
て
、
ア
パ
ー
ト
の
便
所

の
金
網
張
ら
れ
た
四
角
い
窓
か
ら
、
富
士
が
見
え
た
。
小
さ
く
、
真

白
で
、
左
の
は
う
に
ち
よ
っ
と
傾
い
て
、
あ
の
富
士
を
忘
れ
な
い
。

窓
の
下
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
を
、
さ
か
な
や
の
自
転
車
が
疾
駆
し
、

お
う
、
け
さ
は
、
や
け
に
富
士
が
は
つ
き
り
見
え
る
ぢ
や
ね
え
か
、

め
っ
ぽ
ふ
寒
い
や
、
な
ど
眩
き
の
こ
し
て
、
私
は
、
暗
い
便
所
の
中

に
立
ち
つ
く
し
、
窓
の
金
網
撫
で
な
が
ら
、
じ
め
じ
め
泣
い
て
、
あ

ん
な
思
ひ
は
、
一
一
度
と
繰
り
か
へ
し
た
く
な
い
。

昭
和
十
三
年
の
初
秋
、
思
ひ
を
あ
ら
た
に
す
る
覚
悟
で
、
私
は
、

か
ば
ん
ひ
と
つ
さ
げ
て
旅
に
出
た
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
現
在
〉
が
、
「
昭
和
十
三
年
の
初
秋
」
か
ら
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接
続
し
て
い
る

〈現
在
〉
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「思
ひ
を
あ
ら
た
に

す
る
覚
悟
」
の
底
に
あ
る
出
来
事
は
、
一
九
三
五
（
昭
和

一
0
)
年
の
冬

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
無
際
限
に
実
生
活
を
代
入
し
続
け
る

こ
と
は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
第
三
回
芥
川
賞
と
関
係

が
深
い

「佐
藤
春
夫
先
生
の
小
説
」
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
重

要
な
起
点
に
具
体
的
な
日
時
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
少
な
く
と

も
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上
に
踊
っ
た
、
例
え
ば
第

一
回
芥
川
賞
を
め
ぐ

る
作
家
表
象
を
前
提
に
読
む
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
富
士

の
印
象
を
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
菓
子
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
‘
―
ニ

月
前
後
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
『
晩
年
』
(
-
九
三
六
・
六
、
砂
子
屋
書

房
）
所
収
と
な
る
諸
テ
ク
ス
ト
を
発
表
し
、
芥
川
賞
落
選
組
の
一
人
と
し

て

「ダ
ス

・
ゲ
マ
イ
ネ
」
（
「文
藝
春
秋
」
一
九
三
五

・
1
0
)
を
書
き
下

ろ
し
た
後
で
、

川
端
と
の
応
酬
も
一
段
落
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。
田
邊
は

当
時
の
活
躍
を
指
し
て

「
尾
鰭
の
ピ
チ
ピ
チ
し
て
ゐ
た
太
宰
」
と
形
容
し
、

「富
嶽
百
景
」
に
対
し
、
「
今
更
、

鱒
や
鱈
の
や
う
に
な
っ
て
ど
う
な
る
か
」

と
批
判
す
る
の
だ
。
た
だ
し
、「
富
嶽
百
景
」
の
執
筆
時
期
は
一
九
三
八

（
昭
和

一
三
）
年
の

一
―
一
月
中
で
は
あ
る
が
、

「続
、
富
嶽
百
景
」
は
翌
年

一
月
で
あ
り
、
発
表
が
一
一
、
三
月
で
あ
る
こ
と
を
基
準
と
す
る
と
、
「
三
年

ま
へ
の
冬
」
は
一
九
三
六
（
昭
和
―
-
）
年
末
と
な
る
。一

九
三
五
（
昭

和

一
0
)
年
末
は
千
葉
県
船
橋
に
住
ん
で
お
り
、
「
東
京
の
、
ア
パ
ー
ト
の

窓
か
ら
見
る
富
土
」
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
な
ら
ば
、
退
院
後
に
天
沼
ヘ

と
戻
っ
て
き
た
一
九
三
六
年
末
の
方
が
相
応
し
い
。
た
だ
ど
ち
ら
に
せ
よ
、

第

一
回
芥
川
賞
発
表
以
降
の
、
一
連
の
作
家
表
象
と
接
続
す
る
「
私
」
で

あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
時
間
軸
に
沿
っ
た
整
理
を
し
た
の
は
、
田
邊
の
同
時
代
評
を

横
に
置
き
つ
つ

一
九
三
五
（
昭
和

一
0
)
年
末
以
降
の
太
宰
の
諸
テ
ク
ス

ト
を
考
え
る
と
き
、
評
価
の
方
向
性
は
違
え
ど
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の

指
標
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
田
邊
は
井
伏

・
深
田
の

「文
章
」
の
影
響
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
を
促
し
て
い
た
が
、
田
邊
の
参
照
先
で
あ
ろ
う

「狂
言

の
神
」
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
た
上
で
、
太
宰
の
井
伏
・
深
田
か
ら
の
影
響
の

意
味
を
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
も
の
思
ふ
葦
（
下
）
当
り
前
の
事

を
当
り
前
に
語
る
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
三
五

·

―
―
―
•
一
五
）
の

「感
謝
の
文
学
」
の
項
を
引
用
す
る
。

芸
術
の
腕
ま
へ
に
お
い
て
、
あ
る
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
漕
ぎ
つ
い
た
な

ら
、
も
う
決
し
て
上
り
も
せ
ず
、
ま
た
格
別
、
落
ち
も
し
な
い
や
う

だ
。
疑
ふ
も
の
は
、
志
賀
直
哉
、
佐
藤
春
夫
、
等
々
を
見
る
が
よ
い
。

[
…
]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
作
家
は
、
五
十
す
ぎ
て
も
六
十
す
ぎ
て
も
、

た
だ
星
で
行
く
。
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
の
堆
積
で
あ
る
。
[
…
]
藤
村
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
／
け
れ
ど
も
、
感
謝
の
た
め

に
、
私
は
、
あ
る
い
は
金
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
子
供
の
た
め
に
、

あ
る
い
は
遺
書
の
た
め
に
、
苦
労
し
て
書
い
て
を
る
に
過
ぎ
な
い
。

人
を
嘲
へ
ず
、
自
分
だ
け
を
、
と
き
た
ま
笑
っ
て
を
る
。
そ
の
う
ち

に
、
わ
る
い
文
学
は
、
は
た
と
読
ま
れ
な
く
な
る
。
民
衆
と
い
ふ
混

沌
の
怪
物
は
、
そ
の
点
、
正
確
で
あ
る
。
[
:
・
]
私
に
は
、
ど
ち
ら
と

も
審
判
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
は
、
い
ひ
得
る
。
窓
ひ
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ら
く
。
好
人
物
の
夫
婦
。
出
惟
。
蜜
柑
。
春
。
結
婚
ま
で
。
鯉
。
あ

す
な
ら
う
。
等
等。

生
き
て
ゐ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い

の
小
説
こ
そ
、
不
滅
の
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
。

当
時
は
藤
村
が
『
夜
明
け
前
」
第
一
一
部
(
-
九
三
五
．
―

一
、
新
潮
社
）

を
上
梓
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
太
宰
は
そ
う
し
た
大
作
を
「
量
」
に

よ
る
「
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
」
に
過
ぎ
な
い
と
暗
に
批
判
し
、
翻
っ
て
、
「
生
き

て
ゐ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
の
小
説
」
を
評
価
し
て
い
る
。

項
の
タ
イ
ト
ル
に
従
い
、
こ
こ
で
例
示
さ
れ
た
諸
作
品
を
〈
感
謝
の
文
学
〉

(
7
)
 

と
名
付
け
た
い
。
既
に
鶴
谷
憲
三
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
が
、

管
見
の
限
り
、

〈
感
謝
の
文
学
〉
は
以
下
の
作
品
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、

発
表
順
に
並
べ
替
え
初
出
誌
を
掲
げ
て
お
く
。

・
志
賀
直
哉
「
好
人
物
の
夫
婦
」
（
「
新
潮
」
一
九
一
七
・
八
）

・
芥
川
龍
之
介
「
蜜
柑
」
（
「
新
潮
」
一
九
一
九
•
五
）

•
菊
池
寛
「
出
世
」
（
「
新
潮
」一九
二
0• 
1

)
 

・
葛
西善
蔵
「
春
」
（
「
文
章
倶
楽
部
」

一
九
二
0
•
五
）

•
佐
藤
春
夫
「
窓
展
く
」
（
「
改
造
」
一
九
二
四

•

1
0
)
 

•
井
伏
鱒
二
「
鯉
（
随
筆
）」
（
「
桂
月
」
一
九
一
一
六
・
九
）

↓
「
鯉
」
（
「
三
田
文
学
」
一
九
―

―八

・
ニ）

・
瀧
井
孝
作
「
結
婚
ま
で
」

（「
中
央
公
論
」
一
九
二
七
・

一
）

・
深
田
久
禰
「
あ
す
な
ら
う
」
（
「
改
造
」
一
九
三
二
．
―
-
）

も
ち
ろ
ん
、
「
春
」
を
葛
西
の
作
品
と
す
る
確
実
な
理
由
は
な
い
が
、

①

こ
こ
に
並
ん
で
い
る
他
の
作
品
が
短
篇
小
説
（
も
し
く
は
中
篇
）
で
あ
る

こ
と
、

②
冒
頭
に
登
場
す
る
志
賀
•
佐
藤
の
作
品
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
を
除
け
ば
ほ
ほ
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
こ
と
、
③
藤
村
の
長
篇
へ
の

距
離
感
を
示
す
文
脈
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
藤
村
の
『
春
」
(
-
九
0
八・

1
0
、
自
費
出
版
）
で
あ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
、
④
ほ
ぼ
同
時
期
に
執

筆
さ
れ
た

「
も
の
思
ふ
葦
（
四
）
」
（
「
日
本
浪
曼
派
」
一
九
三
五

・
ニ
―
)

の
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
に
就
い
て
」
の
項
に
「
い
ま
日
本
に
於
い
て
、
多

少
と
も
ウ
ー
ル
・
シ
ュ
タ
ン
ド
に
近
き
文
士
は
、
白
樺
派
の
公
達
、
窮
西

善
蔵
、
佐
藤
春
夫
。
佐
藤
、
葛
西
、
両
氏
に
於
い
て
は
、
自
由
な
ど
と
い

ふ
よ
り
は
、
希
代
の
す
ね
も
の
と
で
も
言
っ
た
は
う
が
、
よ
り
よ
く
自
由

と
い
ふ
意
味
を
言
ひ
得
て
妙
な
ふ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
、
⑤
納
西

「
春
」
が
蛙
の
死
と
生
を
め
ぐ
る
清
冽
な
印
象
を
残
す
小
品
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
余
程
の
反
証
が
な
い
限
り
は
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鶴
谷
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
「
い
ず
れ
も
人
生
の
つ
つ
ま
し
い
哀

歓
や
憂
情
を
う
た
い
あ
げ
て
い
る
も
の
ば
か
り
」
と
纏
め
、
特
に
志
賀
直

哉
と
い
わ
ゆ
る
〈
中
期
太
宰
文
学
〉
と
の
繋
が
り
を
重
視
す
る
。
そ
し
て

鶴
谷
は
、
「
富
嶽
百
景
」
に
お
け
る
〈
単
一
表
硯
〉
と
志
賀
受
容
と
の
関
連

を
詳
細
に
示
し
、
「
志
賀
文
学
は
当
時
の
太
宰
治
に
と
っ
て
〈
単

一
表
蜆
〉
を

具
現
化
し
て
い
る
世
界
で
あ
り
、

一
種
の
《
あ
る
べ
き
姿
》
と
映
っ
て
い

(
8
)
 

た
は
ず
」
と
纏
め
る
。
俳
句
と
の
繋
が
り
も
含
め
説
得
力
の
あ
る
枠
組
み

だ
が
、
た
だ
二
点
ほ
ど
、
補
足
し
て
考
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
―
つ
は
、
志
賀
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
に
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お
け
る
他
の
作
家
と
の
関
係
性
も
視
野
に
入
れ
た
方
が
、
「
富
嶽
百
景
」
と

の
関
連
が
多
層
的
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
だ
。
例
え
ば

俳
旬
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
芥
川
・
瀧
井
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
佐

藤
の
「
窓
展
く
」
は
、
発
表
当
時
に
唱
え
て
い
た
「
風
流
」
論
と
の
関
係

も
深
く
、
末
尾
は
芭
蕉
の
「
秋
ふ
か
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
を
引
用
す

る
こ
と
で
締
め
括
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
葛
西
の
「
春
」
で
は
、
冬

に
一
匹
の
雄
蛙
が
死
ん
だ
雌
と
交
尾
す
る
光
景
と
、
春
に
な
っ
て
一
斉
に

蛙
の
声
に
包
ま
れ
る
場
面
を
対
比
し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
鮮
や
か
に

捉
え
る
。
最
も
注
目
し
た
い
の
は
、
菊
池
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
ダ
ス
・
ゲ

マ
イ
ネ
に
就
い
て
」
に
は
続
き
が
あ
る
。

ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
は
、
菊
池
寛
で
あ
る
。
し
か
も
、
ウ
ー
ル
・
シ
ュ

タ
ン
ド
に
せ
よ
、
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
に
せ
よ
、
そ
の
優
劣
を
い
ま
す

ぐ
こ
こ
で
審
判
す
る
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

人
あ
り
て
、
菊
池
寛
氏
の
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
の
か
な
し
さ
を
真
正
面

か
ら
見
つ
め
、
論
ず
る
者
な
き
を
私
は
か
な
し
く
思
っ
て
ゐ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
ウ
ー
ル
・
シ
ュ
タ
ン
ド
（
本
然
の
状
態
）
」
と
し
て
の
白

樺
派
（
志
賀
）
•
佐
藤・
葛
西
だ
け
で
は
な
く
、
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
（
卑

俗
）
」
と
し
て
の
菊
池
の
「
か
な
し
さ
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

こ
の
一
一
項
対
立
を
無
効
化
す
る
方
向
へ
と
文
章
は
続
く
。
で
は
、
そ
の

「
か
な
し
さ
」
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
「
出
世
」
は
、
菊
池
を
モ
デ
ル
に
し

た
「
啓
吉
物
」
の

一
篇
で
あ
り
、
か
つ
て
貧
し
か
っ
た
頃
に
通
い
詰
め
た

医
書
館
の
下
足
係
が
今
は
窓
口
の
出
札
係
に
出
世
し
て
お
り
、
自
ら
も
ま

た
作
家
へ
と
出
枇
し
た
譲
吉
が
、
「
い
つ
も
よ
り
も
、
晴
々
と
し
た
心
持
」

に
な
る
筋
で
あ
る
。
し
か
し
小
説
の
末
尾
に
お
い
て
、
譲
吉
は
、
も
う

一

人
の
下
足
係
の
行
方
に
つ
い
て
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
も
う

一
人
の
禿
頭
の
小
男
は
、
ど
う
し
た

ら
う
と
思
っ
て
注
意
し
て
見
る
と
、
そ
の
男
も
や
っ
ぱ
り
下
足
に
は

居
な
か
っ
た
。
無
論
、
図
書
館
の
中
で
な
く
て
も
い
、
が
、
あ
の
男

も
世
の
中
の
ど
こ
か
で
、
あ
の
男
相
当
の
出
世
を
し
て
居
て
呉
れ
、

ば
い
、
と
、
譲
吉
は
思
っ
た
。

た
ま
た
ま
二
人
は
出
世
し
て
い
た
が
、
「
禿
頭
の
小
男
」
に
つ
い
て
は

「
ど
う
し
た
ら
う
」
と
気
に
す
る
し
か
な
く
（
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な

い）
、
「
か
な
し
さ
」
の
漂
う
感
慨
に
耽
っ
て
終
わ
る
の
で
あ
る
。
（
「
富
嶽

百
景
」
の
「
私
」
が
、
遊
女
に
対
し
て
起
こ
す
感
情
に
通
じ
る
。
）
そ
し
て

「ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
に
就
い
て
」
も
、
「
ウ
ー
ル
・
シ
ュ
タ
ン
ド
も
、
ケ
エ

ベ
ル
先
生
も
あ
っ
た
も
の
で
な
し
。
所
詮
、
私
は
、

一
箇
の
感
傷
家
に
す

苔
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
締
め
括
ら
れ
る
。
志
賀
の
影
響
だ
け
で
は
捉

え
ら
れ
な
い
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
（
卑
俗
）
」
は
、
「
ウ
ー
ル
・
シ
ュ
タ
ン

ド
（
本
然
の
状
態
）
」
に
駆
逐
さ
れ
な
い
ま
ま
、
「
富
嶽
百
景
」
に
ま
で
流

れ
込
ん
で
い
く
構
図
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
富
嶽
百
景
」
に
お

け
る
〈
富
士
〉
表
象
に
は
、
「
単
一
表
現
」
の
み
な
ら
ず
、
「
俗
」
も
鍵
語

と
し
て
大
き
く
関
わ
り
続
け
る
。
そ
し
て
書
き
手
は
、
そ
の
相
関
性
の
中
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で

「私
」
が

「思
ひ
ま
ど
ふ
」
姿
を
活
写
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
一
箇

の
感
傷
家
」
と
い
う
自
已
認
識
は
、
富
士
を
前
に
し
て
「
念
々
と
動
く
自

分
の
愛
憎
」
を
恥
じ
る
「
富
狐
百
景
」
の
「
私
」
に
接
続
す
る
。

も
う
―
つ
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
志
賀
の
諸
作
品
の
中
か
ら

「好
人
物
の

夫
婦
」
が

〈感
謝
の
文
学〉

と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
例
え
ば

廣
津
和
郎
の
同
時
代
評
「
志
賀
直
哉
論
」
（
「
新
潮
」

一
九

一
九
•
四
）
は
、

自
然
王
義
の
描
写
と
は
一
線
を
画
す
「
複
雑
を
通
じ
て
単
純
を
求
め
る
氏

の
聡
明
な
心
」
を
評
価
し
つ
つ
も
、
「
好
人
物
の
夫
婦
」
に
見
ら
れ
る
「
調

和
の
世
界
」
の
外
に
「
眼
を
見
開
く
時
」
を
要
求
し
て
い
て
興
味
深
い
。

だ
が
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
の
「
調
和
」
の
内
実
で
あ
る
。
「
好
人
物
の
夫

婦
」
は
、
テ
ク
ス
ト
の
大
部
を
夫
婦
の
会
話
が
占
め
、
女
中
の
妊
娠
を
め

ぐ
っ

て
の
緊
張
し
た
や
り
取
り
が
続
く
。

「
俺
は
左
う
云
ふ
事
を
仕
兼
ね
な
い
人
間
だ
が
、
今
度
の
場
合
そ
れ

は
俺
ぢ
や
な
い
」

／
細
君
は
立
つ
て
ゐ
る
良
人
の
眼
を
凝
つ
と
見
つ

め
て
居
た
が
、
更
に
其
眼
を
中
段
の
的
も
な
い
遠
い
所
へ
や
っ
て
、

黙
つ
て
居
る
。
／
「
オ
イ
」
と
良
人
は
促
が
す
や
う
に
強
く
い
っ
た
。

／
細
君
は
唇
を
国
唇
は
し
て
届
た
が
、
漸
く
、
／
「
あ
り
が
た
う
」
と

云
ふ
と
其
大
き
く
開
い
て
届
た
眼
か
ら
は
涙
が
止
途
な
く
流
れ
て
来

こ
。
f
 

こ
こ
で
は
、
良
人
の
正
直
な
発
言
に
よ
っ
て
改
め
て
信
頼
が
確
認
さ
れ

る
場
面
が
描
か
れ
て
い
く
が
、
し
か
し
単
に
「
調
和
の
憔
界
」
と
は
言
い

「貴
方
こ
そ
、
よ
く
三
日
も
黙
つ
て
居
ら
し
た
の
ね
」
／
そ
ん
な
事

を
云
ひ
な
が
ら
細
君
は
身
体
を
ブ
ル
／
＼
震
は
し
て
居
た
。
「ど
う

し
た
ん
だ
」
良
人
は
手
を
延
ば
し
て
今
は
対
坐
し
て
ゐ
る
細
君
の
肩

ヘ
触
つ
て
み
た
。
／

「何
ん
だ
か
妙
に
震
へ
て
困
る
わ
」
か
う
云
ひ

な
が
ら
細
君
は
顎
を
引
い
て
自
分
の
胸
か
ら
肩
の
辺
を
見
廻
は
し
た
。

そ
し
て
こ
の
「
簑
へ
」
は
、
末
尾
で
も
「
ま
あ
、
如
何
し
た
の
？
未

だ
止
ま
ら
な
い
わ
」
の
科
白
と
共
に
反
復
す
る
の
で
あ
る
。
夫
婦
の
「
調

和
」
し
た
会
話
を
裏
切
る
よ
う
に
、
細
君
は
「
可
笑
し
い
程
に
ブ
ル
／
＼

震
へ
」
続
け
る
の
で
あ
り
、
言
葉
で
の
意
識
的
な
や
り
取
り
に
は
収
ま
ら

な
か
っ
た
細
君
の
無
意
識
に
こ
そ
、
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
生
き
て
ゐ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
」
を
、
良
人
の
側
で
は
な
く
細
君
の

「
あ
り
が
た
う
」
の

一
言
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
と
き
、
太
宰
が
掲
げ

る
〈
感
謝
の
文
学
〉
と
は
、
字
義
通
り
の
印
象
よ
り
も
、
か
な
り
際
ど
い

均
衡
と
偶
有
性
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
調
和
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

瀧
井
の
「
結
婚
ま
で
」
は
、
志
賀
夫
妻
（
小
説
で
は
菅
）
の
世
話
で
瀧
井

（小
説
で
は
竹
内
信
一

）
が
再
婚
す
る
経
緯
を
題
材
に
し
て

い
る
が
、
そ

こ
に
は
一
年
前
の
前
妻
の
死
が
影
を
落
と
す
。
前
妻
は
榎
本
り
ん
、
後
妻

は
篠
崎
リ
ン
（
小
説
で
は
笹
川
れ
ん
子
）
で
あ
り
、
再
婚
直
後
、

「
感
謝
の

気
持
が
一
杯
」
に
な
る
主
人
公
の
信

一
は
、
（
も
ち
ろ
ん
、
新
婚
ゆ
え
の
心

理
を
読
み
込
ま
せ
る
書
か
れ
方
だ
が
）
そ
の
妻
の
名
を
言
い
淀
む
。

切
れ
な
い
描
写
が
そ
の
後
に
続
く
の
で
あ
る
。
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「今
日
す
ぐ
に
、
菅
さ
ん
ヘ
一
し
よ
に
お
礼
に
行
か
う
よ
」
／
「ぇ
,
"
0
 

あ
た
し
は
持
つ
て
く
る
荷
物
も
あ
り
ま
す
し
」

／
あ
さ
起
き
る
と
ニ

人
は
左
う
曰
っ
た
。
信
一
は
何
よ
り
も
感
謝
の
気
持
が

一
杯
だ
っ
た
。

／
粟
田
口
で
は
子
供
た
ち
が
先
づ
日
っ
た
。
／

「
笹
島
さ
ん
、
ゆ
う

ベ
蒲
生
チ
ャ
ン
に
お
泊
り
に
な
っ
た
の
」

／

「笹
島
さ
ん
は
竹
内
さ

ん
の
お
く
さ
ん
に
、
お
な
り
で
す
よ
」

／
と
、
笑
ひ
顔
の
お
母
さ
ん

か
ら
い
は
れ
て
子
供
た
ち
は
ケ
ゲ
ン
な
笑
顔
で
見
戌
っ
た
。
／

「ね

え
、
笹
島
さ
ん
で
は
を
か
し
い
わ
ね
。
お
名
前
に
致
し
ま
し
よ
ね
。

れ
ん
子
さ
ん
で
す
わ
ね
」
／
と
夫
人
は
い
ふ
の
だ
っ
た
。

あ
と

で
も
夫
人
か
ら
フ
ィ
と
「
征
島
さ
ん
」
が
出
た
。
子
供
た
ち
は
な
ほ

六
ケ
し
か
っ
た
。
信

一
自
身
か
ら
「
れ
ん
子
」
と
呼
び
難
く
、
詞
か

け
る
を
り
「
あ
の
」
と
か
「
お
い
」
位
だ
っ
た
。

太
宰
は
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
に
は
「
不
滅
の
も
の
」
が
宿
る
と
し
て
い
た

が
、
芥
川
の
「
蜜
柑
」
に
し
て
も
「
私
」
が
「
云
ひ
や
う
の
な
い
疲
労
と

倦
怠
と
を
、
さ
う
し
て
又
不
可
解
な
、
下
等
な
、
退
屈
な
人
生
」
を
忘
れ

る
の
は
「
僅
に
」
な
の
で
あ
る
。
佐
藤
の
「
窓
展
く
」
も
、
第
二
の
新
婚

時
代
を
題
材
に
し
て
、
隣
人
が
妻
を
姿
る
ま
で
の
日
常
を
担
々
と
描
く
が
、

そ
の
過
程
で
愛
犬
が
瀕
死
の
重
傷
を
負
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
入
る
。
「
調
和
」

が
、
際
ど
い
均
衡
と
偶
有
性
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
、
志
賀
の

「
好
人
物
の
夫
婦
」
に
限
ら
な
い
。
太
宰
は
、
そ
の
移
ろ
い
ゆ
く
生
の
た

だ
中
で
の
「
感
謝
の
念
」
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
に
こ
そ
、
「
不
滅
」
の
価
値

を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

同
時
代
の
中
の
〈
感
謝
の
文
学
〉

と
こ
ろ
で
、

「富
嶽
百
景
」
の
方
法
を
考
え
る
た
め
に
〈
感
謝
の
文
学
〉

に
拘
る
理
由
は
、
挙
げ
ら
れ
た
諸
作
品
の
内
容
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。

「
東
京
日
日
新
聞
」
に
「
も
の
思
ふ
葦
」
が
掲
載
さ
れ
た
と
き
の
状
況
を

確
認
し
た
い
。
「
東
京
日
日
新
聞
」
は
、

第
一
回
芥
川
賞
の
発
表
以
降
、
文

芸
欄
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
横
光
利
一

『
家
族
会
議
』
（

一

九
三
五
・
八
・
九
＼

一
―
―
•三
一
）
の
連
戟
と
並
行
し
て
い
る
が
、
八
月

二

―
日
か
ら
二
五
日
ま
で
葛
飾
老
人

《
文
学
賞
を
続
る
人
々
》
が
載
り
、

第
五
回
「
四
人
の
新
進
」
で
は
真
船
豊
・
太
宰
治
・
外
村
繁
・
高
見
順
の

名
が
挙
が
り
、
「
「
文
褻
」
に
「
逆
行
」
を
発
表
し
て
問
題
に
な
っ
た
太
宰

ママ

治
は
、
本
名
津
島
修
三
ま
だ
帝
大
の
仏
文
科
に
籍
が
あ
る
廿
六
七
の
青
年

で
、
芥
川
賞
に
の
ぽ
っ
た
作
家
の
な
か
で
最
年
少
者
で
あ
ら
う
。
非
常
な

ペ
シ
ミ
ス
ト
で
、
横
浜
で
自
殺
し
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
雨
が
降

っ
て
き
た
の
で
鎌
倉
に
行
き
、
深
田
久
禰
に
激
励
さ
れ
、
気
を
と
り
な
ほ

し
て
か
へ
つ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
「
行
動
」
九
月
号
の

小
説
「
失
踪
」
（
中
村
地
平
）
に
く
は
し
く
か
、
れ
て
ゐ
る
。
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
新
居
格
「
《
文
芸
時
評

(3)
》
「
文
・
春
」
の
新
人
作
」

（一

九
三
五
・
九
・
ニ
五
）
で
は
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

清
川
鮎
介
「
《
蝸
牛
の
視
角
》
芥
川
賞
と
作
家
」
(

-
九
三
五
•
1
0
・
ニ

六
）
で
は
川
端
と
の
応
酬
に
つ
い
て
、
そ
し
て
武
田
麟
太
郎
「
文
芸
時
評

（
三
）
血
の
問
題
」
(
-
九
三
五
・
一

―
•
二
六
）
で
も
「
多
く
の
旧
人
の

小
説
を
嘲
笑
し
て
ゐ
る
」

一
例
と
し
て
「
地
球
図
」
（
「
新
潮
」
一
九
三
五・
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•

太
宰
治
「
【三
】
も
の
思
ふ
葦

•
太
宰
治
「
【
四
】
も
の
思
ふ
葦

国
民
的
気
質
の
藝
術
へ
の
現
れ
」

(
―
二
月

―
―一日
）

散
文
精
神
は
こ
の
内
に
あ
る
」

(
―
二
月

一
三
日
）

当
り
前
の
事
を
当
り
前
に
語
る
（
上
）
」

(―

二
月

一
四
日
）

当
り
前
の
事
を
当
り
前
に
語
る
（
下
）
」

（
―
二
月

一
五
日）

・
保
田
典
重
郎
「
【
五
】
類
廃
へ
の
情
熱
上
」

(
―
二
月

一
七
日）

・
保
田
輿
重
郎
「
【
六
】
類
廃
へ
の
情
熱
下
」
(
-
―一月一

八
B
)

・
真
船
豊
「
【
七
】
独
断
的
戯
曲
観
貪
欲
た
ら
ん
と
す
る
作
家
修
業

上
」
(
-
―
一
月
一
九

B
)

・
真
船
豊

「
【
八
】
独
断
的
戯
曲
観

下」

(―

―一月―

-
O
B
)

こ
の
特
集
の
第
四
回
で
〈
感
謝
の
文
学
〉
が
登
場
す
る
こ
と
は
既
に
触

れ
た
が
、
掲
載
メ
デ
ィ
ア
が
「
も
の
思
ふ
葦
」
を
連
載
し
て
い
た
同
人
誌

「
日
本
浪
曼
派
」
と
は
異
な
る
た
め
、
保
田
と
共
に
広
汎
な
読
者
へ
の
「
立

高
見
順
「
【
―
-
】
饒
舌
と
は
何
か

高
見
順
「
【
一
】
饒
舌
と
は
何
か

―
―-
）
が
挙
が
っ
て
い
る
。
第

一
回
芥
川
賞
選
考
以
降
、
い
わ
ゆ
る
〈
文

芸
復
興
〉
期
の
新
進
作
家
の

一
人
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
が
、
年
末
、
そ
う
し
た
新
進
作
家
の
発
信
の
場
を

「
東
京
日
日
新

聞
」
は
提
供
し
て
い
る
。
全
八
回
に
亘
る
《
新
人
の
立
場
》
で
あ
る
。

貪
欲
た
ら
ん
と
す
る
作
家
修
業

場
」
表
明
の
機
会
と
し
て
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
れ
は
第
一
―

回
に
お
け
る
高
見
順
の
「
立
場
」
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
そ
の
差
異
が
際

立
つ
。

高
見
は
宇
野
惜
―

―
•

谷
崎
潤

一
郎
の
「
饒
舌
」
に
「
資
本
主
義
的

国
際
化
作
用
が
文
学
的
土
台
に
ま
で
迫
つ
て
き
た
、
そ
の
不
可
避
的
な
浸

潤
と
、
伝
統
的
精
神
と
の
戦
ひ
、
そ
し
て
妥
協
融
合
」
の
一
端
を
見
出
す
。

い
わ
ば
高
見
が
目
指
す
「
散
文
精
神
」
の
萌
芽
を
「
饒
舌
」
な
文
体
に
潜

む
可
能
性
か
ら
探
る
試
み
で
あ
る
が
、
同
様
に
第
三
回
で
は
太
宰
も
「
百

花
瞭
乱
主
義
」
の
項
で
「
立
場
」
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

廿
七
八
歳
を
限
度
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
若
い
青
年
、
す
べ
て
、
口
に

い
は
れ
ぬ
、
人
知
れ
な
い
苦
し
み
を
な
め
て
ゐ
る
の
だ
。
こ
の
身
を

ど
こ
に
置
く
べ
き
か
。
そ
れ
さ
へ
自
分
に
わ
か
つ
て
を
ら
ぬ
。

／
こ

こ
に
越
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
太
い
、
ま
つ
黒
な
線
が
あ
る
。
ジ
エ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
、
舞
台
が
、
少
し
づ
つ
廻
つ
て
ゐ
る
。
彼
我
相
通
ぜ
ぬ
厳

粛
な
悲
し
み
、
否
、
嗚
咽
さ
へ
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
わ
れ

ら
は
永
い
旅
を
し
た
。
せ
つ
ぱ
つ
ま
り
、
旅
の
仮
寝
の
枕
元
の

一
輪

を
、
日
本
浪
曼
派
と
名
づ
け
て
み
た
。

こ
こ
で
は
、
と
に
か
く
「
若
い
青
年
」
の
「
苦
し
み
」
「
悲
し
み
」
と

「
日
本
浪
曼
派
」
の
繋
が
り
が
強
調
さ
れ
、
続
い
て
「
花
に
し
て
、
花
作

り
」
で
あ
り
、
「
花
は
、
ち
ら
ば
り
乱
れ
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
咲
き
誇
り
、

「
生
き
て
在
る
も
の
を
愛
せ
よ
」
「
お
れ
は
新
し
く
は
な
い
。
け
れ
ど
も
決

し
て
古
く
は
な
ら
ぬ
」
」
と
夕
を
様
な
主
張
を
列
挙
し
、
「
各
々
の
個
性
」
「
作
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品
の
特
殊
性
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
「
富
嶽
百
景
」
の
「
三
年
ま
へ
の

冬
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
「
く
る
し
い
」
の
一
語
で
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、

さ
ら
に
新
田
や
他
の
青
年
を
相
手
に
し
な
が
ら
、

皆
は
、
私
を
、
先
生
、
と
呼
ん
だ
。
私
は
ま
じ
め
に
そ
れ
を
受
け
た
。

私
に
は
、
誇
る
べ
き
何
も
な
い
。
学
問
も
な
い
。
才
能
も
な
い
。
肉

体
よ
ご
れ
て
、
心
も
ま
づ
し
い
。
け
れ
ど
も
、
苦
悩
だ
け
は
、
そ
の

青
年
た
ち
に
、
先
生
、
と
言
は
れ
て
、
だ
ま
つ
て
そ
れ
を
受
け
て
い

い
く
ら
ゐ
の
、
苦
悩
は
、
経
て
来
た
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
。
藁
一
す

ぢ
の
自
負
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
こ
の
自
負
だ
け
は
、
は
つ

き
り
持
つ
て
ゐ
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
わ
が
ま
ま
な
駄
々
つ
子
の
や

う
に
言
は
れ
て
来
た
私
の
、
裏
の
苦
悩
を
、
一
た
い
幾
人
知
っ
て
ゐ

た
ら
う
。

と
考
え
る
場
面
と
も
通
じ
る
。
「
百
花
瞭
乱
主
義
」
は
、
派
の
「
団
結
」
よ

り
も
個
々
の
作
家
（
「
百
花
」
）
が
「
個
性
」
「
特
殊
性
」
を
持
ち
「
国
々
の

隅
々
に
い
た
る
ま
で
、
瞭
乱
」
す
る
こ
と
を
「
立
場
」
と
し
て
主
張
す
る

が
、
ま
さ
に
そ
の
「
主
義
」
を
受
け
て
、
「
感
謝
の
文
学
」
の
項
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
高
見
順
の
主
張
と
対
比
す
る
と
き
、
〈
感
謝
の
文
学
〉

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
諸
作
品
に
は
決
し
て
日
新
し
さ
は
な
い
だ
ろ
う
。

大
半
の
作
品
は
大
正
中
期
か
ら
〈
文
芸
復
興
〉
期
以
前
の
短
篇
で
あ
る
。
し

か
も
掲
載
紙
に
は
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
統
合
を
目
指
し
て

「
純
粋
小
説
」
を
唱
え
た
横
光
が
長
篇
『
家
族
会
議
』
を
連
載
し
て
お
り
、

太
宰
の
「
民
衆
と
い
ふ
混
沌
の
怪
物
」
を
読
者
に
迎
え
よ
う
と
す
る
意
気

込
み
は
、
明
ら
か
に
主
流
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
し
か
し
敢
え
て
太
宰
は

「
百
花
」
の
一
っ
に
よ
る
「
個
性
」
「
特
殊
性
」
と
し
て
、
「
生
き
て
ゐ
る

こ
と
へ
の
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
の
小
説
」
を
「
不
滅
の
も
の
」
と
す
る
「
新

人
の
立
場
」
を
紙
面
に
刻
ん
だ
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
「
富
嶽
百
景
」
に
お

い
て
「
私
」
が
老
婆
に
対
し
て
「
あ
な
た
の
お
苦
し
み
、
わ
び
し
さ
、
み

な
よ
く
わ
か
る
、
と
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
の
に
、
共
鳴
の
素
振
り
を
見
せ
」
、
「
黄

金
色
の
月
見
草
の
花
ひ
と
つ
」
に
注
目
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
文
脈
が
共
有

さ
れ
る
。
「
民
衆
」
も
ま
た
、
個
々
の
「
花
ひ
と
つ
」
に
目
を
向
け
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
の
「
個
性
」
「
特
殊
性
」
は
捨
象
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
を
当
時
の
文
壇
状
況
と
共
に
考
え
る
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。
藤
村
の
歴
史
長
篇
『
夜
明
け
前
』
と
の
対
比
か
ら
、
〈
感
謝
の

文
学
〉
の
短
篇
群
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
大
正
末
期

の
本
格
小
説
待
望
論
を
含
め
た
私
小
説
論
争
を
経
て
、
一
九
三
五
（
昭
和

1
 

0
)
年
前
後
は
長
篇
小
説
待
望
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
大
木
志
門

(
9
)
 

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
高
見
の
主
張
に
し
て
も
、
「
饒
舌
」
に
よ
っ
て
社

会
の
総
体
を
写
し
取
る
た
め
に
は
自
ず
と
長
篇
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
前
述
の
横
光
に
し
て
も
、
と
に
か
く
大
衆
文
学
並
み
の
長
篇
に

よ
っ
て
、
紙
面
と
読
者
を
奪
還
す
る
こ
と
が
「
純
粋
小
説
」
提
唱
の
一
固

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
だ
が
、
例
え
ば
「
東
京
日
日
新
聞
」
(
-
九
三

五
．
―
-
•
-
四
）
で
は
林
房
雄
「
最
近
の
問
題
②
短
篇
小
説
論
お

話
に
な
ら
な
か
っ
た
話
」
が
載
り
、
芥
川
・
菊
池
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
新
進

作
家
の
芸
術
家
魂
は
、
日
本
短
篇
小
説
の
惨
状
に
対
し
て
、
も
っ
と
義
憤
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を
感
じ
て
然
る
べ
き
」
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
翌
年
の

一
九
三
六
（
昭
和

―
-
）
年
九
月
に
は
、
中
村
武
羅
夫
「
短
篇
小
説
論
」

が
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
久
米
正
雄
「
純
文
学
余
技
説
」
（
「
文
藝

春
秋
」
一
九
三
五
•
四
）
を
受
け
た
上
で
の
問
題
提
起
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
「
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
十
年
頃
」ま
で
を
「
短
篇
小
説
の
全
盛
期
」
と

し

、
志
賀
「
城
の
崎
に
て
」
（
「
白
樺
」
一
九
一
七
•
五
）
や
芥
川
「
蜜
柑
」

等
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
「
純
文
学
と
い
ふ
も
の
は
、
日
本
文
学
独
特
の
も

の
」
で
「
短
篇
小
説
に
限
る
」
と
捉
え
、
「
そ
れ
だ
の
に
、
今
や
、
さ
う
い

ふ
特
徴
の
あ
る
短
篇
小
説
が
、
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
ゐ
る
の
を
、
深
き

憂
ひ
を
以
て
見
て
ゐ
る
の
は
、
僕

一
人
で
は
な
い
だ
ら
う
。
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
於
い
て
、
短
篇
小
説
復
興
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

ふ
。」
と
主
張
す
る
。

こ
の
長
篇
／
短
篇
を
め
ぐ
る
議
論
が

一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
ま
で

(10) 

緩
や
か
に
持
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
時
体
制
へ
と
移
行

す
る
に
連
れ
、
〈
文
芸
復
興
〉
期
に
展
開
さ
れ
た
議
論
も
変
容
し
て
い
く
が
、

長
篇
を
中
心
に
い
わ
ゆ
る
「
素
材
派
」
の
台
頭
が
始
ま
る
中
、
太
宰
の

「
満
願
」
（
「
文
箪
」

一
九
三
八
・
九
）
は
〈
短
篇
小
説
集
〉
欄
に
掲
載
さ

れ
る
。一

九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
月
に
は
「
新
潮
」
も
短
篇
小
説
―
―

四
篇
を

一
挙
掲
載
す
る
特
集
を
組
み
、
「
闘
民
新
聞
」
〈
短
篇
小
説
コ
ン
ク
ー

ル
〉
も
始
ま
り
、
「
黄
金
風
景
」
は
三
月
三
、
四
日
に
登
場
す
る
。
そ
し
て

「
書
下
し
短
篇
集
」
の
角
書
き
が
あ
る
『
愛
と
美
に
つ
い
て
』
（
竹
村
書
房
、

一九
三
九
•
五
）
を
上
梓
す
る
こ
と
に
な
る。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
太
宰
が
〈
感
謝
の
文
学
〉
と
し
て
挙
げ
た
諸

作
品
に
は
、
中
村
が
「
さ
う
い
ふ
特
徴
の
あ
る
短
篇
小
説
」
と
分
類
す
る

よ
う
な
、
作
家
の
身
辺
に
取
材
し
た
も
の
が
並
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

芥
川
・
菊
池
に
し
て
も
歴
史
物
は
挙
げ
ら
れ
ず
、
深
田
「
あ
す
な
ら
う
」

は
、
現
在
で
は
、
モ
デ
ル
で
あ
る
妻
・
北
畠
八
穂
に
よ
る
代
作
に
近
か
っ

た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
敢
え
て
図
式
化
す
れ
ば
、
「
私
」
11

「
太
宰
さ

ん
」
を
視
点
人
物
と
す
る
「
富
嶽
百
景
」
が
「
仕
事
」
（
長
篇
小
説
執
筆
を

暗
示
）
を
中
断
し
て
御
坂
峠
を
去
り
、
そ
の
過
程
が
短
篇
小
説
と
し
て
仕

上
が
る
と
い
う
筋
に
、
か
つ
て
藤
村
の
『
夜
明
け
前
』
と
距
離
を
置
き
な

が
ら
〈
感
謝
の
文
学
〉
を
主
張
し
た
こ
と
に
対
す
る
‘
―
つ
の
応
答
を
読

み
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
「
火
の
鳥
」
中
断
は

意
図
的
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
後
、
太
宰
は
多
く
の
中
・
長

篇
に
着
手
す
る
。
し
か
し
「
富
嶽
百
景
」
に
お
い
て
、
「
昭
和
十
三
年
の
初

秋
」
以
後
、
「
九
月
、
十
月
、
十

一
月
の
十
五
日
ま
で
、
御
坂
の
茶
屋
の
一
―

階
で
、
少
し
づ
つ
、
少
し
づ
つ
、
仕
事
を
す
す
め
、
あ
ま
り
好
か
な
い
こ

の
「
富
土
三
景
の

一
っ
」
と
、
へ
た
ば
る
ほ
ど
対
談
し
た
」
過
程
が
、
短

篇
小
説
と
し
て
纏
ま
る
二
重
性
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
富
土
の
よ
う

な
「
完
全
の
た
の
も
し
さ
」
を
持
っ
た
大
作
は
完
成
し
な
い
し
、
「
私
」
も

ま
た
、
「
完
全
の
た
の
も
し
さ
」
に
よ
っ
て
「
恋
人
が
げ
ら
げ
ら
笑
ひ
出

す
」
よ
う
な
存
在
で
は
な
く
、
「
娘
さ
ん
」
が
「
う
つ
む
い
て
、
く
す
く
す

笑
」
う
程
度
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
最
後
に
は
富
士
も
ま
た
、
「
三
分
の
二
」

や
「
三
分
の

一
」
な
ど
の
限
定
と
共
に
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
行

す
る
「
富
上
に
就
い
て
」
（
「
國
民
新
聞
」
一
九
三
八
•
1
0
•
六
）
で
は

「
溶
岩
の
山
」
と
し
て
「
あ
か
が
ね
色
に
光
つ
て
ゐ
る
」
富
土
に
「
崇
高
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を
覚
え
、
天
下
第

一
を
感
」
じ
て
い
た
が
、
「
富
嶽
百
景
」
で
は
、
最
後
に

は
「
酸
漿
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
収
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
「富
嶽
百
景
」
に
お
け

る
富
士
は
、

「念
々
と
動
く
自
分
の
愛
憎
」
に
よ

っ
て
、
「
完
全
な
た
の
も

し
さ
」
に
も
な
れ
ば
、「
百
花
」
の
内
の
「
花
ひ
と
つ
」
を
表
す
る
こ
と
に

も
な
る
。

「富
嶽
百
景
」
は
、
見
合
い
の
や
り
取
り
の
中
で

「
こ
の
母
に
、
孝
行

し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
感
動
を
覚
え
た
り
、
茶
店
の

「娘
さ
ん
」
に

「私

は
、
あ
り
が
た
い
事
だ
と
思
っ
た
。
大
袈
裟
な
言
ひ
か
た
を
す
れ
ば
、
こ

れ
は
人
間
の
生
き
抜
く
努
力
に
対
し
て
の
、
純
粋
な
声
援
で
あ
る
」
と
感

じ
る
瞬
間
を
捉
え
る
点
に
お
い
て
も
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
の
系
譜
に
連
な
る

と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
「
生
き
て
ゐ
る
こ
と
へ
の
感

謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
の
小
説
」
を
描
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
決
し
て

「
量
」
で
は
な
く
、
「
念
々
と
動
く
自
分
の
愛
憎
」
を
掬
い
取
る
方
法
で
あ
っ

た
は
ず
だ
。
「
感
謝
の
念
」
と
い
う
、
極
め
て
私
的
な
感
情
を
盛
る
器
と
し

て
、
太
宰
は
「
さ
う
い
ふ
特
徴
の
あ
る
短
篇
小
説
」
（
中
村
）
を
選
び
、
そ

の
「
個
性
」
「
特
殊
性
」
を
刻
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
テ
ク
ス
ト
に
は
、

タ
タ
様
な
「
花
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
横
溢
す
る
。
た
だ
、
「
好
人
物
の
夫
婦
」
の

よ
う
な
際
ど
い
「
調
和
の
世
界
」
と
も
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
「
富
嶽

百
景
」
が
一
九
三
五
（
昭
和
一

0
)
年
末
で
は
な
く

一
九
三
九
（
昭
和
一

四
）
年
に
執
筆
さ
れ
た
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
冒
頭
で
も
触
れ

た
よ
う
に
、
〈
富
士
〉
表
象
は
戦
時
体
制
と
共
に
画
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
ヘ
と

回
収
さ
れ
て
い
く
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
の
中

で
も
、
井
伏
・
深
田
／
北
畠
と
の
接
点
を
探
り
な
が
ら
、
「
富
嶽
百
景
」
に

〈
感
謝
の
文
学
〉

の
射
程

茶
屋
の
「
娘
さ
ん
」
と
の
や
り
取
り
は
、
「
富
嶽
百
景
」
が
掲
載
さ
れ
る

以
前
に
、
「
九
月
十
月
十

一
月
（
中
）
御
坂
退
却
の
こ
と
」
（
「
國
民
新
間
」

一
九
三
八
•
一O

·
1
 

0
)
に
お
い
て
も
、
「
私
は
、
有
り
が
た
く
思
っ
た
。

こ
の
娘
さ
ん
の
感
情
に
は
、
み
ぢ
ん
も
「
異
性
」
の
意
識
が
な
い
。
大
げ

さ
な
言
ひ
か
た
を
す
れ
ば
、
人
間
の
生
き
抜
く
努
力
へ
の
声
援
で
あ
る
」

と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
富
嶽
百
景
」
で
は
、
そ
う
し
た

「
感
謝

の
念
」
に
焦
点
を
当
て
た
後
に
、
「
娘
さ
ん
」
が
「
私
」
に
「
恐
怖
の
情
」

を
持
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
私
」
は
「
娘
さ
ん

を
守
る
」
側
に
回
ろ
う
と
す
る
が
、
「
純
粋
な
声
援
」
と
記
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
「
娘
さ
ん
」
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

や
は
り
緊
張
に
曝
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
ろ
う
。
欠
伸
す
る
花
嫁
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
そ
の
緊
張
を
解
こ
う
と
す

る
過
度
な
演
出
に
も
思
え
て
し
ま
う
。一
二
谷
憲
正
は
、
「
〈
書
き
手
〉
は
、

「
私
」
に
対
し
て
、
外
界
の
対
象
と
〈
距
離
〉
を
お
き
、
有
頂
天
に
さ
せ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
「
い
た
る
所
で
、
〈
俗
な
富
土
〉

と
の
〈
距
離
〉
を
取
」
る
の
は
「
無
視
し
え
ぬ
は
ど
〈
俗
な
富
土
〉
に
近

づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
私
」
の
抱
え
た
必
然
性
」
と
解
釈
し
て

お
り
、
示
唆
に
富
む
。
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
に
就
い
て
」
の
菊
池
に
対
す
る

態
度
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
距
離
感
こ
そ
が
、
遊
女
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

し
て
も
、
「
仕
事
」
を
半
ば
に
し
て
下
山
す
る
「
決
意
」
に
し
て
も
、
い
わ

ば
「
好
人
物
の
夫
婦
」
の
「
調
和
」
に
潜
む
緊
張
を
響
か
せ
つ
つ
、
そ
の

お
け
る
試
行
錯
誤
へ
と
迫
り
た
い
。
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残
響
が
途
絶
え
る
先
に
耳
を
傾
け
さ
せ
る
基
軸
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
て
も
「
九
月
十
月
十

一
月
（
中
）

御
坂
退
却
の
こ
と
」
に
は
な
か
っ
た
「
純
粋
」
の

一
語
を
「
富
狐
百
景
」

か
ら
探
し
て
み
る
と
、
冒
頭
に
お
け
る
富
士
の

「俗
な
宜
伝
」
を
知
ら
な

い
「
素
朴
な
、
純
粋
の
、
う
つ
ろ
な
心
」
と
い
う
用
例
、
そ
し
て
「
私
」

が
表
現
に
つ
い
て
思
い
悩
む
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

あ
し
た
は
、
お
天
気
だ
な
、
と
そ
れ
だ
け
が
、
幽
か
に
生
き
て
ゐ
る

喜
び
で
、
さ
う
し
て
ま
た
、
そ
つ
と
カ
ー
テ
ン
を
し
め
て
、
そ
の
ま

ま
寝
る
の
で
あ
る
が
、
あ
し
た
、

天
気
だ
か
ら
と
て
、
別
段
こ
の
身

に
は
、
な
ん
と
い
ふ
こ
と
も
な
い
の
に
、
と
思
へ
ば
、
を
か
し
く
、

ひ
と
り
で
蒲
団
の
中
で
苦
笑
す
る
の
だ
。
く
る
し
い
の
で
あ
る
。
仕

事
が
、

1

純
粋
に
運
箪
す
る
こ
と
の
、
そ
の
苦
し
さ
よ
り
も
、
い

や
、
運
筆
は
か
へ
つ
て
私
の
楽
し
み
で
さ
へ
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
こ

と
で
は
な
く
、
私
の
世
界
観
、
芸
術
と
い
ふ
も
の
、
あ
す
の
文
学
と

い
ふ
も
の
、
請
は
ば
、
新
し
さ
と
い
ふ
も
の
、
私
は
そ
れ
ら
に
就
い

て
、
未
だ
愚
憫
愚
図
、
思
ひ
悩
み
、
誇
張
で
は
な
し
に
、
身
悶
え
し

て
ゐ
た
。

こ
こ
で
「
純
粋
」
の
一
語
は
、
「
世
界
観
」
や
「
芸
術
」
に
つ
い
て
「
身

悶
え
」
す
る
以
前
の
状
態
の
中
に
あ
る
「
純
粋
に
運
箪
す
る
」
「
楽
し
み
」

を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ま
さ
に
「
純
粋
な
声
援
」
と

同
じ
く
、
「
素
朴
な
、
純
粋
の
、
う
つ
ろ
な
心
」
や
「
純
粋
に
運
筆
す
る

心
」
は
、
「
新
し
さ
」
を
求
め
「
俗
」
へ
の
反
発
を
意
識
的
に
強
め
る
裡
に
、

そ
の
緊
張
の
中
に
紛
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
「
素
朴
」
の
一
語
は
、

そ
う
し
た

「俗
」
と

「純
粋
」
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
未
解
決
な
ま
ま
媒
介
す

る
語
と
し
て
諸
テ
ク
ス
ト
に
散
在
し
て
い
る
。
「姥
拾
」
（「新
潮
」
一
九
―――

八

・
一
0
)
の

「人
間
は
、
素
朴
に
生
き
る
よ
り
、
他
に
、
生
き
か
た
が

な
い
も
の
だ
。
」
と
い
う
感
慨
は
、
末
尾
で

「か
ず
枝
の
叔
父
」
の
「
か
ず

枝
も
、
か
あ
い
さ
う
だ
ね
。」
の
一
言
に
揺
さ
振
ら
れ
る
し
、
「
花
燭
」

（『愛

と
美
に
つ
い
て
』
）
の
、
「
む
か
し
、
ば
ら
ば
ら
に
取
り
壊
し
、
渾
沌
の
淵

に
沈
め
た
自
意
識
を
、
単
純
に
素
朴
に
強
く
育
て
直
す
こ
と
が
、
僕
た
ち

の
一
ば
ん
新
し
い
理
想
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
う
科
白
は
、
「
新
し
い
、

全
く
新
し
い
次
の
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

「
出
現
」
の
象
徴
で
あ
り
、

「
あ
り
が
た
う
。」
と
青
年
に
声
を
か
け
る
「
男
爵
」
は
、
「
待
っ
」
し
か

な
か

っ
た
。
そ
し
て
「
富
嶽
百
景
」
に
お
い
て
、

富
士
の
印
象
を
末
尾
で

「
酸
漿
に
似
て
ゐ
た
」
と
無
造
作
に
「
運
筆
」
す
る
こ
と
も
ま
た
、
「
俗
」

と
「
純
粋
」
に
つ
い
て
の
問
答
が
宙
吊
り
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を

暗
杢
す
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
に
就
い
て
」
で
は
、

そ
の
分
割
不
可
能
性
が
既
に
示
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
「
素
朴
」
と
い
う

語
が
同
時
代
に
担
っ
た
両
義
性
を
、
改
め
て
「
私
」
の
「
身
悶
へ
」
の
裡

に
析
出
し
た
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
田
邊
の

同
時
代
評
の
よ
う
に
、
井
伏
・
深
田
を
め
ぐ
る
言
説
と
、
い
わ
ゆ
る
「
素

材
派
」
を
め
ぐ
る
言
説
が
同
居
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
「
富
嶽
百
景
」
に
お
い
て
、
ち
ょ
う
ど
テ
ク
ス
ト
の
中
央
に
位
置

す
る
老
婆
と
月
見
草
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
は
、
そ
れ
ら
の
「
素
朴
」
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を
め
ぐ
る
葛
藤
か
ら
さ
ら
に
距
離
を
置
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
を

最
後
ま
で
読
み
終
え
た
と
き
、
ふ
と
、
そ
の
一
瞥
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク

す
る
。

私
は
、
ど
て
ら
着
て
山
を
歩
き
ま
は
つ
て
、
月
見
草
の
種
を
両
の

手
の
ひ
ら
に
一
ぱ
い
と
つ
て
来
て
、
そ
れ
を
茶
店
の
背
戸
に
播
い
て

や
っ
て
、
／
「
い
い
か
い
、
こ
れ
は
僕
の
月
見
草
だ
か
ら
ね
、
来
年

ま
た
来
て
見
る
の
だ
か
ら
ね
、
こ
こ
へ
お
洗
濯
の
水
な
ん
か
捨
て
ち

や
い
け
な
い
よ
。」
娘
さ
ん
は
、
う
な
つ
い
た
。

こ
こ
で
播
か
れ
た
「
月
見
草
の
種
」
は
、
「
富
士
に
は
、
月
見
草
が
よ
く

似
合
ふ
」
と
い
う
印
象
を
「
来
年
」
ま
で
待
っ
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
「私」

は
富
士
を
前
に
「
単

一
表
現
」
に
つ
い
て
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
る
間
も
、
「
私

の
目
に
は
、
い
ま
、
ち
ら
と
ひ
と
め
見
た
黄
金
色
の
月
見
草
の
花
ひ
と
つ
、

花
弁
も
あ
ざ
や
か
に
消
え
ず
残
っ
た
」
と
い
う
出
来
事
は
、
種
を
播
き
終

わ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
私
」
の
眼
前
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

「
来
年
」
ま
で
は
消
え
て
し
ま
っ
た
ま
ま
、
テ
ク
ス
ト
に
提
示
さ
れ
る
の

だ
。
既
に
「
私
」
は
「
三
七
七
八
米
の
富
士
の
山
と
、
立
派
に
相
対
峙
し
、

み
ぢ
ん
も
ゆ
る
が
ず
、
な
ん
と
言
ふ
の
か
、
金
剛
力
草
と
で
も
言
ひ
た
い

く
ら
ゐ
、
け
な
げ
に
す
つ
く
と
立
つ
て
ゐ
た
あ
の
月
見
草
」
と
い
う
、
「
単

一
表
現
」
と
繋
が
り
そ
う
な
印
象
を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
「
僕
の
月
見

草
」
不
在
の
ま
ま
、
表
現
に
つ
い
て
苦
し
み
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
「
私
」
は
富
士
の
反
対
側
に
「
月
見
草
の
花
ひ
と
つ
」
を
見
た
は
ず

で
あ
り
、
「
富
士
に
は
、
月
見
草
が
よ
く
似
合
ふ
」
と
い
う
光
景
そ
の
も
の

が
、
「
私
」
に
と
っ
て
は
常
に
既
に
不
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
同
様
に
汽
車
か
ら
一
瞥
し
た
光
景
に
よ
っ
て
「
人
生
」

の
倦
怠
を
「
僅
に
」
忘
れ
る
芥
川
の
「
蜜
柑
」
と
比
較
す
る
と
き
、
こ
の

不
在
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
「
私
」
は
、
「
純
粋
」
に
待
っ
行
為
を
引
き
延
ば

し
な
が
ら
、
表
現
に
つ
い
て
葛
藤
す
る
先
に
、
確
か
な
「
僕
の
月
見
草
」

が
「
消
え
ず
残
っ
」
て
い
る
こ
と
を
、
読
者
に
印
象
付
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
「
私
」
の
未
来
の
記
憶
に
は
、
「
僕
の
月
見
草
」
が
多
重
露
光
さ

れ
た
「
富
嶽
百
景
」
が
無
際
限
に
生
成
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

末
尾
に
お
い
て
「
叫
缶
粟
の
花
ふ
た
つ
」
に
喩
え
ら
れ
る
「
華
や
か
な
娘
さ

ん
」
一
一
人
を
写
真
に
収
め
な
か
っ
た
こ
と
も
、
「
富
士
に
は
、
月
見
草
が
よ

く
似
合
ふ
」
と
い
う
「
消
え
ず
残
っ
た
」
イ
メ
ー
ジ
を
除
け
ば
、
既
に

「
私
」
に
は
富
士
と
共
に
写
す
対
象
は
な
か
っ
た
と
も
受
け
取
れ
る
し
、

「
来
年
」
に
そ
の
空
白
を
埋
め
る
「
僕
の
月
見
草
」
を
待
つ
時
間
そ
の
も

の
を
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

太
宰
が
〈
感
謝
の
文
学
〉
と
し
て
選
ん
だ
井
伏
の
「
鯉
」
に
つ
い
て
、

小
林
秀
雄
は
「
傑
作
の
一
っ
」
と
認
め
、
「
こ
の
数
頁
の
小
品
に
、
ど
ん
な

挿
話
か
、
ど
ん
な
事
件
が
語
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
、
こ
、
に
書
か
う
と
す
る

と
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
、
こ
の
小
品
は
聯
か
の
無

(12) 

駄
も
な
く
、
緊
密
な
文
字
で
一
は
け
で
書
か
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。
「彼

の
文
章
は
決
し
て
平
明
で
も
素
朴
で
も
」
な
く
、
「
大
変
複
雑
で
、
意
識
的

に
隅
々
ま
で
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
小
説
の
形
式
を

破
る
だ
け
強
く
は
」
な
い
が
、
「
あ
ら
ゆ
る
虚
言
を
殺
す
に
は
充
分
に
強
い
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も
の
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
親
友
の
形
見
で
あ
る

「鯉」

に
つ
い
て
、
「
自
分
の
心
の
哀
愁
の
象
徴
で
あ
る
事
を
、
率
直
に
確
信
し
て

ゐ
る
」
に
も
拘
ら
ず
、

「そ
の
確
信
は
揺
ぐ
」
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
不

安
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
彼
の
書
く
も
の
は
詩
と
な
ら
ず
、
小
説
に
な
っ

て
ゐ
る
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
「
鯉
」
の
「
私
」
は
、
親
友
か
ら
鯉
を

貰
っ
た
後
、
親
友
の
恋
人
の
家
の
庭
池
に
鯉
を
預
け
る
が
、
親
友
が
死
ん

で
受
け
取
り
に
行
く
ま
で
の
期
間
を
、
「
桂
月
」
版
か
ら
「
三
田
文
学
」
版

へ
と
加
筆
す
る
際
、
「
翌
年
の
春
」
か
ら
「
六
年
目
の
初
夏
」
へ
と
引
き
延

ば
し
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
で
は
、
そ
の
鯉
を
さ
ら
に
大
学
の
プ
ー
ル
に

放
ち
、
優
雅
に
泳
ぐ
さ
ま
を
発
見
す
る
ま
で
を
描
く
が
、
加
筆
版
で
は
、

さ
ら
に
氷
が
張
り
薄
雪
が
降
っ
て
鯉
が
見
え
な
く
な
っ
た
後
に
、
自
ら
氷

面
に
鯉
の
絵
を
描
き
、
「
私
の
白
色
の
鯉
」
と
し
て
「
す
つ
か
り
満
足
」
す

る
場
面
を
付
け
足
す
。
こ
の
「
私
の
白
色
の
鯉
」
と
い
う
表
現
は
、
眼
前

に
鯉
は
存
在
し
な
い
こ
と
（
親
友
の
死
）
も
含
め
、
そ
の
空
白
ゆ
え
に
、

「
僕
の
月
見
草
」
を
「
純
粋
」
に
待
っ
行
為
を
連
想
さ
せ
る
。
「
月
見
草
の

種
」
は
、
「
痩
せ
た
遊
女
が
、
ひ
と
り
、
何
か
し
ら
つ
ま
ら
ぬ
草
花
を
、
だ

ま
つ
て
摘
み
集
め
」
る
以
前
に
、
偶
然
、
「
私
」
に
集
め
ら
れ
、
播
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
好
人
物
の
夫
婦
」
と
は
違
っ
た
「
震
へ
」
が

あ
り
そ
う
だ
。

深
田
／
北
畠
の
「
あ
す
な
ら
う
」
の
末
尾
近
く
で
は
、
主
人
公
の
八
穂

が
カ
リ
エ
ス
を
患
う
最
中
、
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
ま
れ
る
。
長
い
が

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
い
。

夜
中
に
ぽ
つ
か
り
眼
が
さ
め
て
耳
を
橙
す
と
、
シ
ー
ン
、
シ
ー
ン

と
間
え
る
も
の
が
あ
る
。
／

「
な
、
お
祖
母
さ
ま
、
ほ
ら
、
シ
ー
ン
、

、
、
、
、

シ
ー
ン
て
な
、
あ
れ
ァ
何
」

／

「
あ
れ
ァ
極
楽
の
み
し
や
う
さ
ま
」

／

「遠
く
で
な
く
よ
、
直
ぐ
そ
こ
で
し
て
る
の
」
／

「晩
に
な
れ
ば

極
楽
が
近
く
な
る
か
ら
よ
」
／
昼
、
村
の
童
た
ち
と
あ
そ
ん
で
、
幹

に
耳
を
あ
て
た
と
き
に
も
や
は
り
こ
ん
な
音
が
き
こ
え
た
。

／

「木

、

、

、

、

、

、

の
し
ん
ま
で
み
し
や
う
さ
ま
が
通
つ
て
く
る
の
」

／

「
あ
＼

み
し

、、やう
さ
ま
は
ど
こ
で
も
お
い
で
だ
」

／
こ
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
と

、
、
、
、

き
、
み
し
や
う
を
し
ら
べ
た
く
な
っ
て
、
八
穂
は
母
に
字
引
を
と
つ

て
も
ら
っ
た
。
み
し
や
う
、
み
し
や
う
、
口
で
唱
へ
な
が
ら
引
い
て

み
る
と
、
ミ
の
部
の
末
に
「
未
」
の
字
が
鮮
か
に
見
え
た
。
未
、
未
、

未
し
や
う
、
次
い
で
シ
ャ
ウ
の
所
か
ら
似
つ
か
ふ
字
を
色
い
ろ
探
し

て
、
生
と
き
め
た
。
／
未
生
、
未
だ
生
れ
ず
、
し
か
も
生
れ
る
必
然

性
を
も
つ
も
の
。
お
ヽ
、
い
、
字
だ
。
い
つ
か
作
文
に
書
か
う
と
し

た
、
木
霊
か
ら
生
れ
て
雪
で
育
つ
あ
の
童
女
だ
。
生
れ
よ
う
と
し
て

ゐ
る
も
の
は
形
が
な
い
の
に
ち
ゃ
ん
と
在
る
ん
だ
か
ら
、
形
が
あ
る

も
の
よ
り
ず
つ
と
劇
し
い
意
志
が
働
い
て
ゐ
る
筈
だ
。

末
尾
は
、
「
八
穂
こ
そ
誰
も
出
来
さ
な
か
っ
た
津
軽

一
番
の
林
檎
を
実
ら

せ
よ
う
。
よ
う
し
、
用
意
は
い
A

。

出
発
の
一
息
前
。」
で
締
め
括

ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
何
か
を
「
純
粋
」
に
待
っ
行
為
そ
の
も
の
に
宿
る

「
劇
し
い
意
志
」
が
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
鮮
や
か
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ

、
、
、
、

し
て
こ
の
「
み
し
や
う
さ
ま
」
と
「
津
軽
一
番
の
林
檎
」
の
二
重
露
光
に
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こ
そ
、
「
来
年
」
ま
で
待
ち
続
け
る
「
僕
の
月
見
草
」
と
最
も
近
し
い
象
徴

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
、
眼
前
の

「素
朴
」
に
対
し
て
で
は
な
く
、
未
来
の
、
未
生
へ
の
眼
差
し
を
記
述
す

る
こ
と
。

こ
こ
ま
で
、
〈
感
謝
の
文
学
〉
に
挙
が
っ
た
諸
作
を
横
に
並
べ
な
が
ら
、

「富
嶽
百
景
」
の
様
々
な
側
面
を
探
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
直
接
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
実
証
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
冒
頭
に
引

い
た
田
邊
の
同
時
代
評
か
ら
テ
ク
ス
ト
を
眺
め
返
す
と
き
、
少
な
く
と
も
、

一
九
三
五
（
昭
和

一
0
)
年
前
後
に
太
宰
が
抱
い
て
い
た
問
題
意
識
の
射

程
が
、
同
時
代
状
況
の
変
遷
に
濾
過
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
富
嶽
百
景
」
に
ま

で
及
ん
で
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
正
期

か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
「
生
き
て
ゐ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い

の
小
説
」
の
系
譜
I

そ
の
透
視
図
上
に
「
富
嶽
百
景
」
を
置
く
こ
と
で
、

太
宰
が
創
作
の
裡
に
捉
え
よ
う
と
し
た
「
不
滅
の
も
の
」
の
内
実
を
、
僅

か
な
が
ら
で
も
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
表
現
を
め
ぐ
る
紹
藤

ば
か
り
で
な
く
、
硯
在
の
「
調
和
」
の
水
面
下
に
広
が
る
、
緊
張
と
希
望

を
象
徴
的
に
定
着
す
る
試
み
で
あ
る
。
「
私
」
が
「
請
は
ば
、
新
し
さ
と
い

ふ
も
の
」
を
め
ぐ
っ
て
「
未
だ
愚
医
愚
屈
」
「
身
悶
へ
」
す
る
規
在
の
た
だ

中
に
お
い
て
も
、
「
月
見
草
の
種
」
は
遍
在
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
「
種
」

が
芽
吹
き
、
や
が
て
開
花
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
出
発
の

一
息
前
」
を
反
復

す
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
太
宰
が
列
挙
し
た
〈
感
謝
の
文
学〉

の
諸
作
と
比

較
す
れ
ば
、
「
富
嶽
百
景
」
は
、
「
感
謝
の
念
」
に
し
て
も
「
念
々
と
動
」

き
過
ぎ
て
い
る
。
だ
が
、
複
数
の
「
感
謝
の
念
」
が
錯
綜
し
単
一
の
像
を

結
ば
な
い
こ
と
も
、
暗
に
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
「鯉」

「
あ
す
な
ら
う
」
に
お
け
る
、
不
在
の
イ
メ
ー
ジ
に
向
け
ら
れ
た
「
生
き

て
ゐ
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
念
」
は
、
「
富
嶽
百
景
」
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。

「富
嶽
百
景
」
は
、

一
九
三
八
（
昭
和

一
三
）
年
の
現
在
を
生
き
な
が
ら
、

「純
粋
」
に
待
っ
行
為
を
持
続
す
る

「
私
」
の
姿
を
写
し
出
す
。

「多
分
は
東
京
の
、
そ
ん
な
華
や
か
な
娘
さ
ん
」
は
「
ふ
た
り
声
を
そ
ろ

へ
て
お
礼
を
言
ふ
」
が
、
そ
の
「
あ
り
が
た
う
。」
へ

の
悪
戯
は
、
「
現
像

し
て
み
た
時
」
ま
で
待
た
せ
る
行
為
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
〈
感

謝
の
文
学
〉
に
連
な
る
こ
と
へ
の
適
度
な
距
離
感
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
私
」
は
、
御
坂
峠
で
過
ご
す
間
に

「
山
賊
み
た
い
」
に
な
り
、
「
東
京

の
」
「
ま
じ
め
な
顔
」
が

「
を
か
し
く
て
な
ら
な
」
く
な
る
。
「
カ
メ
ラ
持

つ
手
が
ふ
る
へ
」
て
い
る
が
、
こ
の
「
ふ
る
へ
」
は
、
「
笑
ひ
」
ゆ
え
で
あ

り
、
「
好
人
物
の
夫
婦
」
と
は
好
対
照
で
あ
る。

「
私
」
の
「
来
年
」
の
イ

メ
ー
ジ
に
は
、
「
ふ
た
り
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
」
の
で
あ
り
、
い
わ

ば
「
私
」
は
、
現
在
に
で
は
な
く
「
未
生
」
の
未
来
に
お
い
て
「
ふ
る
へ
」

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
嬰
粟
の
花
ふ
た
つ
」
を
見
送
り
な
が
ら
、
「
東
京
の
、

ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
見
る
富
土
」
と
は
違
う
「
甲
府
の
富
士
」
を
無
造
作

に
書
き
留
め
る
行
為
の
先
に
は
、
「
僕
の
月
見
草
」
が
、
「
シ
ャ
ッ
タ
ア
」

の
裡
に
瞬
い
て
い
る
は
ず
だ
。
「富
嶽
百
景
」
の
試
行
錯
誤
は
、
一
九
三
五

（昭
和
一

0
)
年
前
後
か
ら
持
続
し
て
い
た
問
い
へ
の
、

屈
折
し
た
一
っ

の
応
答
で
あ
り
、
以
降
の
夕
名
椋
な
テ
ク
ス
ト
を
育
む
「
種
」
と
な

っ
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
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（「太
宰
治
全
集
月
報
3
」

注

(
1
)

井
伏
鱒
二

「御
坂
峠
に
ゐ
た
頃
の
こ
と
」

一
九
五
五
．
―
一
、
筑
摩
書
房
）

(
2
)

田
邊
茂
一

「凡
俗
の
美
1

太
宰
治
の
印
象

ー

」

（
初
出
未
詳
、

『憾
朝
」
一
九
四
一
・
六
、
昭
森
社
）

(
3
)

奥
野
健
男
『
太
宰
治
論
』
(
-
九
五
六
・

ニ
、
近
代
生
活
社
）

等
参
照

(
4
)

花
田
俊
典

「『
富
嶽
百
景
』
」
（
神
谷
忠
孝

・
安
藤
宏
編
『
太
宰
治
全

作
品
研
究
事
典
』

一
九
九
五
．
―

一
、
勉
誠
社
）
参
照

(
5
)

若
松
伸
哉
「
再
生
の
季
節

太

宰
治
「
富
嶽
百
景
」
と
表
現
主

体
の
再
生
」
（「
日
本
近
代
文学
」
―
10
1
―
•
五
）

(
6
)

鳥
居
邦
朗
「
太
宰
治
の
文
学
」
（
「
国
文
学」

臨
時
増
刊
、
一
九
六

五
・

一
―-
）

(
7
)

鶴
谷
憲
三
「
太
宰
治
に
お
け
る
志
賀
直
哉
の
位
置
」
（
『
太
宰
治
論

ー
充
溢
と
欠
如
」
一
九
九
五
・
八
、
有
精
堂
）

(
8
)

鶴
谷
憲
三
「
太
宰
治
の

〈単

一
表
現
〉
」
（
『
太
宰
治
論
充
溢
と

欠
如
」
同）

(
9
)

大
木
志
門
「
長
い
長
い
小
説
の
話
徳
田
秋
聾
『
仮
装
人
物
』

と
「
長
篇
小
説
待
望
論
」」

（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
二
0
0
三
・七）

(10)

一
九
三
九
年
に
お
け
る
短
篇
・
長
篇
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
は
、

本
誌
小
特
集
の
斎
藤
理
生
に
よ
る
〈

一
九
三
九
年
六
月
〉
の
項
を
参
照

さ
れ
た
い
。
そ
の
指
摘
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(11
）

一―
-
谷
憲
正
「
「
富
嶽
百
景
」
試
論
太
宰
治
の
〈
距
離
の
と
り
方
〉
」

（
『
太
宰
文学
の
研
究
」
一
九
九
八
•
五
、
東
京
堂
出
版
）

(12)

小
林
秀
雄
「
定
説
是
非
」
（
「
都
新
聞
」
一
九
三

一
・
ニ
・
ニ
四
＼
二
六
）




